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最近、ミスト化学気相成長法で作製した 5m 長の ZnO ナノワイヤに、355nm のレーザーを照

射することでバンド端付近に複数のレーザー発振のピークが観測されたという報告がなされた[1]。

しかし、その発振ピークの波長間隔は結晶の長軸方向を端面とするファブリーペロー型の共振器

モードよりも細かく、他のモードが混じっていることが示唆されていた。本研究では FDTDシミ

ュレーションを用い、ZnOナノワイヤ中の共振器モードを調べたので報告する。 

ZnO ナノワイヤの結晶の形状は SEM 画像から回転楕円体と近似することができ、光はその楕

円体中の二次元面内で共振器を組むと考えられる。そこで、楕円の形状した誘電体(𝜀 = 5.29)を用

意し、二次元のシミュレーションを行った。使用したソフトウェアはMEEPである。 

得られた共振器モードの一部を図に示す。誘電体内部には短軸方向に節のないファブリーペロ

ー型(𝑛 = 147, 𝑠 = 0))のモードだけではなく、一つ節のある(𝑛 = 140, 𝑠 = 1))のモードや二つ節のあ

る(𝑛 = 125, 𝑠 = 2)のモードが形成され、おのおの波長 390.2)nm,)389.4)nm,)391.3)nmで共振してい

ることがわかった。ここで、周辺自由な楕円板の振動モードを参照し、𝑛を長軸方向の節の数、𝑠

を短軸方向の節の数とした[2]。さらに広い波長領域で共鳴ピークの波長位置を探索したところ、

𝑠 = 1, 0, 2))が交互に現れ、その波長間隔は実験で観測されたレーザー発振ピークの間隔をほぼ再

現することがわかった。 

[1])Kouno,)et al.)Jpn.)J.)Appl.)Phys.)60,)058002)(2021).)  [2])D.)P.)Beres,)J.)Sound)Vib.)34,)441)(1974). 

 

Fig.)1)Resonant)modes)in)ellipsoidal)dielectric)materials. 
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